
№ テーマ（フリガナ）

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

（ ）

2007年6月

8 名 内　・ 外・ 両方

42歳（ 最高　58歳、最低　　25歳 ） 2回

 本テーマで　 18件目  社外発表　　2件目 1 時間

24年　　4月　～　　　　24年　　9月 回

勤続 7年

シャシドラムセットにおける重量物作業の改善
～脱属人化！ベテラン・若手の一蓮托生への道～

シャシドラムセットニオケルジュウリョウブツサギョウノカイゼン

           トヨタ車体株式会社
トヨタシャタイカブシキガイシャ

          伊藤和馬
イトウ　カズマ

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 ２９４－５４６ サ ー ク ル 結 成 年 月

サウンドチューニング サウンドチューニング

12本テーマの活動期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

車両実験部　動的性能試験グループ　NV試験組

        

            
          
              

   

   

                   

     

       

       

    

        

        
           

          

        
       

      

   

     
           
      
            
               

                

 
 
 
 
 
 
 
 

    

              

    

  

  

  

    

      

        

           

            

  

  

    

        

       

      

      

        

            

    
     

    
    

       
         

              

                        

発表のセールスポイント

職場に顕在する重要物取扱作業の改善の中で

チームワーク・改善技能の向上に向け

若手リーダーが奮闘！

QCC活動のヒントはQCC活動の中のみならず。

時にはモータースポーツからヒントを得ながら

人任せな職場風土の改革に挑みました。

当社は愛知県刈谷市に本社を構え、三重県を含めた４工場で、

ミニバン・SUV・小型EV・商用車を中心に

開発から生産までを行う完成車両メーカーです。

車両実験部は、車両開発の中でも性能評価を担当する部署で

私たちサウンドチューニングサークルは、

車両試験室の中の動的性能試験Grに所属しています。

動的性能試験Grは主に走行時に発生する振動や騒音を計測・評価しています。

テストコースやドラム設備と呼ばれる試験場で、車両を走行させ

走行時に発生する様々な現象を低減させる対策をしています。

そうすることで、静かな車内空間を作り上げ、

お客様に快適な移動空間を提供しています。

サークルのメンバーは若手からベテランまで８名で構成され平均年齢は約40歳

私はサークル内一番の若手で、好奇心旺盛な性格から様々なことにチャレンジ

直近ではQC検定3級に挑戦、また、開発業務をしながら全社活動のラリーでは

ドライバー・コドライバーにチャレンジしています。
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サークルレベルはBゾーン。強みは問題解決ステップ

弱みはチームワークと改善技能で技能の偏りが発生

チャレンジ精神豊富な私は、この問題を解決するべくテーマリーダーに立候補

サークルレベルをB＋ゾーンにすることを目標に活動していきます。

会合にて困りごとの吸い上げを実施し、親和図法で整理

重量物作業についての困りごとが多く発生しており、早急に手を打つ必要がる。

重量物作業に対し再び親和図法で整理し、作業頻度の高い定常作業から対策するこ

とに重量物を取り扱う定常作業をマトリックス図法にて評価した結果、

シャシドラムセット作業が最も優先すべきと判断しテーマとして取り組むことに決定

会社方針・室方針に合致していることを確認

ドラムセット作業は、他の重量物作業に比べても月に15回と頻度が高く

重量は定常作業の中でも30kgと重たい部類であることがわかりました。

メンバーの高年齢化や、再雇用者、女性社員の増加が予想される中で

誰かの仕事を楽にしたいというメンバーの想いが一致し今回のテーマに決定

従来から行ってきた作業であり要因や対策も見えていることから

施策実行型を選択し活動していきます。

ドラム走行試験は屋内で走行状態を再現する試験で

設備から車両が飛び出さないように非駆動輪を車両固縛輪留めで固定します

この車両固縛輪留めが1セット30kgとなり重量物に当たります。

25年度冬より新設備が稼働し、計4台のドラム設備があり

今後開発負荷も高くなり、ドラムセット作業は拡大傾向にあります

ムリムラムダの観点で作業観察し、輪留めをレールへの抜き差しする作業、

ベルトのつけ外し作業でムリやムダが発生していました。

車両搬入時の安全性確保のため、輪留めの抜き差し作業が発生

運搬ルール上ベルト脱着を行い、輪留めを軽くして運搬している。

その結果、表標準組み合わせ表でみるとベルトつけ外しや輪留めの運搬で

動作のムダ、運搬のムダ、合わせて154秒のムダが発生

会社方針にあるように効率化を図り、ムダを徹底的に排除する必要があります。

作業環境では、15㎏ある輪留めの運搬が8回発生していることから

社内ルール上女性ができない作業となっていました。

室方針に則り、女性でも作業可能な工程づくりを目指す必要があります。

安全では、15㎏ある輪留めを床から持ち上げる作業のため

海外の腰痛リスク指標に照らし合わせると、特に腰痛リスクの高い作業位置

に分類、また、リスクアセスメント評価でみると不休業災害発生リスクが

高い作業となっていました。

車両搬入時に輪留めをレールから外す作業は、安全のためになくせない

ベルト外し作業は輪留めを持ち上げなければいいのでは？との意見が

持ち上げずに移動＝ベルトを外して軽くする必要がなくなり、

工数、環境、安全の問題をクリアできそうなため

対策の狙いどころを輪留めを持ち上げず

ベルトを外さずに作業することとし対策案を検討していくことに



目標値はコスト、環境、安全それぞれに設定

活動計画は若手をメインとしサポート役の中堅、ベテランとの

コミュニケーション増加でチームワークの向上や

若手へ改善技能の技能伝承を進めることにしました。

対策の狙いどころから系統図法を用いて対策の詳細を決め、

輪留めをレールからスライドで台車に乗せ、2個同時に運搬可能な台車を

製作することに決定

対策品製作に取り掛かる際、我がサークルのデジタル大臣佐原さんから

３Dモデル作成で、試作品製作のコスト削減、問題点の早期発見をして

効率化を図ろうと提案が

若手・中堅を中心にワイガヤしながらモデルをブラッシュアップ

そうして最終形状案が決まり、レールから台車へスライド移動

2個同時に運搬可能なことも確認し、対策品の製作へ移ることに

対策品の製作では、金属加工のプロである横家さんに講師を依頼

しかし、若手の中で金属加工の苦手意識が強く勉強会が停滞し計画遅れが発生

結局横家さんが残業対応で金属加工を進めるもサークルメンバー内で

亀裂が発生してしまいました

苦手なことは得意な人に任せるといった職場風土が改善技能の2極化へ直結

苦手なことでもチャレンジし、助け合える職場にするべく改革を決心しました。

ラリー現場にてトラブル発生時、与えられた役割の垣根を超え、柔軟に対応し

必ず完走させるというチームの共通目標に向かう姿を見て

後日ツアーに参加したメンバーから、率先して動くメンバーが現れました

その姿を見て他のメンバーも少しずつマインドが変化していき

助け合いの風土の土台が形成され、全員で手分けして対策品1号機が完成

レールからスライドして台車に乗せることで輪留めを持ち上げず、

ベルトを外さずに作業可能となりました

しかし、操作力が大きくなってしまい、スカや転倒災害のリスクが

仮想ヒヤリで摘出されました。

現状の操作力を調査し結果は45N

基準値を設定するためにメンバー全員で操作力の調査を行い、

15N以下を基準値として設定し、様々な板素材を敷いて計測するも

基準値以下になるものは見つかりませんでした。

 

 

 

 

 

 

 

    

      

   

 

  

 

  

   

   

   

    

     
          

   

                

                     

                         

                     

      

  

    
     

         

    

        

        

    

          

           
        

 

     

         
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

        

         
    

           
     

        

          

         

        

       

      

        
      

             

    

      

              

      

      

     

    

        
     

   
     

     

       
         

        

        

 
 
 
 
 
 

     

      
          

     

        
      

       

      

           

         
             

            
           

     
             

       

            

       
      

     

     
     

     

 
 
 
 
 
 

    

     
        

       
       

               

  

          

       

      
          

     

          
      

              

      

    

          

           

    

              

              

    

            
 

    

       

      

      

     

        

         
    

    

          

     
       

        

     

   
     
           

            
       

         

         
           

        

     

  

     

   

       

        

     

          
          

       
          

         
       

       

     

          
        

          

  
        

     

     

      

        

    
            

                        

         
        

         

     
          

    

    

                

        

         

             

         

             

         

      

       

         

       

      

          

       

       

         
        

        

         

    
       

        

                

          

         

         

     

             

          

          

             

             

        
            
     

    

         

           
            
     

   

     

サブアドバイザーに業務調整を依頼し、1日まとまった時間を確保

若手メンバーを招集し、改めて加工勉強会を実施しました

まとまった時間を確保したことにより、技能習得の効率もアップ

苦手意識を少しずつ払拭していきました。

残る助け合いの風土、マインドづくりの方法で悩んでいると、アドバイザーから

ラリー現場を参考にしたら？と助言いただき、チーム活動という共通点をもつ

ラリー現場をメンバーで見に行くことに



頭を抱えていたところに藤田さんからスライダーボードはどう？と提案が

スライダーボードは板状の樹脂でデコボコの表面にすることで接地面積を減らし、

ボード上のものを滑りやすくする製品です

さっそくスライダーボードを所有している、三重県いなべ衝突試験場で現地現物

タイヤの下に敷くことで簡単に車両をスライド移動させていました。

1枚お借りして、ボード上に輪留めを置いて操作力を測定すると、12Nmの結果が

基準値内に収まり台車取り付けの実現性もあるため採用することに決定

さらに若手から作業の効率化にむけて工具置き場なども

３Dプリンターで作りたいとの要望が

するとベテランから３Dプリンターの使い方を覚えたい、教えてほしいとの声が

今度は若手からベテランへ３Dプリンター勉強会を実施し、

金属加工に続く属人化解消となりました

ラリー現場での経験が若手だけでなくベテランにも響きサークルの一体感も上昇

メンバー全員で手分けして取り掛かりました。

こうして対策品が完成し、持ち手部はグリップ太さの検証をメンバーで行い、

直径52mmを採用。ガードの一体化や色分けをし持ち手部を明確化

トルクレンチ置き場は取り出し方や設置高さ、固定方法を検討

ベルト締め付け治具やスライダーボードも取り付け輪留め運搬台車を製作しました。

新たな車両固縛作業の手順ですがまず、試験車を設備に搬入したら、

台車をレールにセットし、スライド操作でレールに差し込み、固縛します。

試験終了時には輪留めをスライド移動で台車に乗せ、台車置き場に保管します。

元の手順に対し、輪留めの持ち上げ、ベルトの脱着作業がなくなり

発生していたムリムダを排除することができました。

サークルレベルはベテランと若手の双方から技能伝承を行ったことで

属人化を解消、技能伝承によってコミュニケーションが活発になり

チームワークと改善技能が向上、念願のB＋を達成

これからも更なる高みを目指していきます。

標準化としてグループ内で使用方法を展開し、管理の定着として月1回の点検

を実施。メンバーの苦手を克服し、改善技能の底上げ、職場風土改革の1歩目を

踏み出せたがメンバー個人の負担が大きくなってしまった。今後は早期に困り

ごとや不安の吸い上げを行い、メンバーが動きやすくなるように働き掛ける。

まだ多く残る重量物作業の問題を進化したサークルで解決していき誰もが働き

やすい職場の実現に向け活動、また、個人では今回のQCC活動得たリーダー力

や改善技能を生かして今後も様々なことにチャレンジしていきます。

効果の確認です。

重量物の手持ち運搬作業をなくし女性でも作業できるようになり

運搬のムダ、動作のムダではベルト脱着をなくし154秒の低減

リスクレベルは3から1に低減し

環境、工数、安全のすべて目標を達成することができました。
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